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概  要 
 

中小河川の水害時の的確な避難や対策の検討にあたっては、地域住民や自治体等が平常時から

浸水に脆弱な危険箇所を把握するとともに、洪水時には、浸水状況を瞬時に把握できることが重

要である。 

ここでは、地域住民や自治体が浸水危険箇所を把握するための技術について、事前に把握する

技術とリアルタイムで把握する技術に分けて事例を掲載する。 

 

 

１）浸水危険箇所の調査技術の定義・範囲 

 ①事前に危険箇所を把握する技術 

 ②リアルタイムで危険箇所を把握する技術 

 

２）浸水危険箇所の調査技術の事例概要整理 

１）で挙げた浸水危険箇所の調査技術について、具体的な事例を次表に整理した。 

 

浸水危険箇所の調査技術の事例概要 

浸水危険箇所 

の調査技術の 

定義・範囲 

ターゲット 事 例 

事前に危険箇所

を把握する技術 

地域住民 

行政（自治体） 

1.重ねるハザードマップを活用した浸水危険箇所の把握 

2.わがまちハザードマップを活用した浸水危険箇所の把握 

リアルタイムで

危険箇所を把握

する技術 

地域住民 

行政（自治体） 

3.大雨警報（浸水害）の危険度分布を活用した浸水危険箇所の

把握 

4.洪水警報の危険度分布を活用した浸水危険箇所の把握 
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1. 重ねるハザードマップを活用した浸水危険箇所の把握 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 ハザードマップポータルサイト 

開 発 者 名 称 国土交通省 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

全国で公表されているハザードマップを活用して、大雨が降った場合の浸水危険箇所や

自宅近くで起こり得る水害の危険性を把握する。 

災害時の避難や、事前の防災対策に役立つ情報が公開されている。 

重ねるハザードマップ 

防災に役立つ様々な情報を 1つの地図上で自由に重ねて表示することができる。 

例えば、「浸水のおそれがある場所」「土砂災害の危険がある場所」「通行止めになるおそ

れがある道路」が１つの地図上で分かる。また、ある地点の自然災害リスクをまとめて

調べることができる。 

閲覧できる情報 

洪水浸水想定区域、津波浸水想定、高潮浸水想定区域、土砂災害警戒区域等、 

ため池決壊による浸水想定区域、道路冠水想定箇所、事前通行規制区間、 

予防的通行規制区間、緊急輸送道路、土地条件図、沿岸海域土地条件図、 

治水地形分類図、地形分類図、明治期の低湿地、活断層図、火山基本図、 

火山土地条件図、色別標高図、大規模盛土造成地 等 

ターゲット 

地域住民、行政（自治体） 

 

○ポータルサイトの画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○重ねるハザード 

マップの画面 
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製品仕様／規格 

－ 

参考価格 

－ 

適用場所、適用例 

「重ねるハザードマップ」を活用した例 

○ある地点で起こりうる様々な災害の危険性を把握する方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適用時の留意点 

重ねられる洪水ハザードマップ（浸水想定区域）は、国交省が公表している直轄河川が多

く、自治体の中小河川はまだ少ない。重ねるハザードマップに無い自治体のハザードマッ

プを見るには、わがまちハザードマップの自治体のリンクページから直接見ることになる。 

性能確認試験結果／準拠基準 

 水害ハザードマップ作成の手引き 平成 28年 4月（令和 3年 12月一部改定） 

 国土交通省水管理・国土保全局 河川環境課水防企画室 

出典（URL 等） 

ハザードマップポータルサイト 

https://disaportal.gsi.go.jp/ 

 

https://disaportal.gsi.go.jp/
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2. わがまちハザードマップを活用した浸水危険箇所の把握 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 ハザードマップポータルサイト 

開 発 者 名 称 国土交通省 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

全国で公表されているハザードマップを活用して、大雨が降った場合の浸水危険箇所や

自宅近くで起こり得る水害の危険性を把握する。 

災害時の避難や、事前の防災対策に役立つ情報が公開されている。 

わがまちハザードマップ 

様々な種類の全国の市町村のハザードマップを閲覧できる。リンク集となっており、全

国のハザードマップを調べることや、ハザードマップの種別ごとに検索することができ

る。ハザードマップの公表状況も地図上で確認することができる。ハザードマップには

過去の浸水被害の実績も掲載されている。 

ターゲット 

地域住民、行政（自治体） 

 

○ポータルサイトの画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○わがまちハザードマップの画面 

 

全国の市町村が作成した 

ハザードマップを地図や 

災害種別から簡単に検索 

することができる。 

 

 

 

 

 

○ハザードマップの画面 

 

 ハザードマップには、 

 過去の浸水実績の情報 

 も掲載されている。 

                             ↑浸水実績 
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製品仕様／規格 

－ 

参考価格 

－ 

適用場所、適用例 

「わがまちハザードマップ」を活用した例 

○様々な種類の全国の市町村のハザードマップを閲覧することができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適用時の留意点 

インターネットでは公開していないハザードマップも存在する（公開、非公開は全国地図

や一覧表で確認できる） 

性能確認試験結果／準拠基準 

 水害ハザードマップ作成の手引き 平成 28年 4月（令和 3年 12月一部改定） 

  国土交通省水管理・国土保全局 河川環境課水防企画室 

出典（URL 等） 

ハザードマップポータルサイト 

https://disaportal.gsi.go.jp/ 

 

https://disaportal.gsi.go.jp/
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3. 大雨警報（浸水害）の危険度分布を活用した浸水危険箇所の把握 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 大雨警報（浸水害）の危険度分布 

開 発 者 名 称 気象庁 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

大雨警報（浸水害）の危険度分布は、大雨警報（浸水害）を補足する情報である。短時間強雨

による浸水害発生の危険度の高まりの予測を示しており、大雨警報（浸水害）等が発表された

ときに、どこで危険度が高まるかを面的に確認することができる。１時間先までの表面雨量指

数の予測値が大雨警報（浸水害）等の基準値に到達したかどうかで、危険度を５段階に判定し、

色分け表示をしている。 

 

※表面雨量指数とは 

 

 

 

ターゲット 

地域住民、行政（自治体） 
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製品仕様／規格 

－ 

参考価格 

－ 

適用場所、適用例 
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適用時の留意点 

大雨警報（浸水害）の危険度分布の色に応じた住民等の行動の例が示されている。 

 

性能確認試験結果／準拠基準 

－ 

出典（URL等） 

浸水キキクル（大雨警報（浸水害）の危険度分布）の解説 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/riskmap_inundation.html 

キキクル（危険度分布）浸水害（気象庁 HP） 

https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/inund.html 

 

 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/riskmap_inundation.html
https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/inund.html
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4. 洪水警報の危険度分布を活用した浸水危険箇所の把握 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 洪水警報の危険度分布 

開 発 者 名 称 気象庁 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

気象庁では、市町村内のどこで洪水警報基準値に達するかを視覚的に確認できるよう、

流域雨量指数を基準値で判定した結果を危険度分布の予測を示す情報として提供してい

る。 

 

※流域雨量指数とは 

 

 

 

ターゲット 

地域住民、行政（自治体） 
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製品仕様／規格 

－ 

参考価格 

－ 

適用場所、適用例 
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適用時の留意点 

洪水警報の危険度分布の色に応じた住民等の行動の例が示されている。 

 

性能確認試験結果／準拠基準 

－ 

出典（URL等） 

洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）の解説 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/riskmap_flood.html 

キキクル（危険度分布）洪水害（気象庁 HP） 

https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html 

 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/riskmap_flood.html
https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html
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